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泡の評価
安定性、粘弾性、テクスチャー、起泡性、消泡性、泡サイズ、表面張力

材料物性評価装置 APPLICATION

概 要

界面活性剤水溶液を強く攪拌すると泡が生じます。界面活性剤の種類や濃度、泡立て方により泡立ちが異なる泡は、液体とも固体とも異なる様々
な感触を持つことから、香粧品や食品など嗜好性が重要となる製品に利用されています。 一方、洗浄や濡れ性改善のために使用された界面活性剤
が望まない形で気泡を発生させトラブルになるケースがあります。

このような泡に関する研究開発、品質管理に使用される物性評価機器を紹介します。
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泡の経時変化（安定性・排液現象）

溶液安定性装置 ST-1 では、870nm の近赤外光で
透過光、後方散乱光を試料の高さごとにスキャン
します。これを経時で繰り返すことで、試料中に
濃度変化が現れると光強度の変化として現れま
す。このグラフのパターンから定性的な評価が、
グラフを解析することで定量的な安定性評価を行
うことができます。 
泡の合一が起こる場合、後方散乱光は全体的に減
少します。この挙動を捉えることで、泡の経時安
定性や消泡性を評価することが可能です。
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テクスチャーアナライザーによる感触評価（硬さ・流動性） テクスチャー

TAXT plusC

液体界面のレオロジー的評価（安定性）

液膜の不均一な変形が生じると変形が大きいとこ
ろで界面活性剤濃度が減少し、表面張力の不均一
が生じます。いかに早くこの不均衡を修正するか
が泡の安定につながるといわれております。

オシレーティングドロップによる界面粘弾性評価 
OCA シリーズでは液滴の表面積を Sin 波で変化
させ、表面積と表面張力との位相差を見ることで
液体表面の粘弾性的挙動をとらえることができま
す。弾性率 E' から界面の硬さに関する情報が、粘
性率 E" から泡の安定に関する情報が得られます。
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レオメータによる泡の評価（構造・硬さ・感触）

レオメータ MARS シリーズは、材料に一定のひず
みを一定周波数で加え、弾性率の変化を経時で捉
えることができます。

泡ができてから泡が消える様子を、動的粘弾性測
定で評価することが可能です。泡もちがいい場合
は経時で貯蔵弾性率の値があまり下がらず、泡も
ちがわるいサンプルは貯蔵弾性率が経時で低下し
ます。
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テクスチャーアナライザーでは、泡をカップに入れて円
盤状のプローブで押していくときにかかる力を測るこ
とで、泡の硬さを評価することができます。1 回の測
定は数秒で終わるので、泡がすぐに消えてしまうよう
なサンプルでも測定が可能です。 
また、グラフの形から大きな気泡
が潰れる様子も観察でき、なめらか
さの評価にもつながります。 ハン
ドソープやシャンプー、カプチーノや
ビールなどの泡の測定が行えます。 距 離
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泡の生成（体積変化・起泡性）

泡の評価において実際に泡立て、泡の体積変化を
計測し、定量化するのは基本的で重要な評価です。

SITA フォームテスターでは攪拌法により泡を再現
よく生成し、攪拌後の全体の体積と液体体積を計
測することで泡の体積を求めています。

攪拌サイクル毎に泡の体積の変化をモニタリング
し、泡の生成速さや最大泡量の違いを定量的に評
価できるため、起泡性のスクリーニングが行えま
す。

起 泡 性

Foam Tester

泡の大きさ評価（観察）

フォームテスターでは一連の測定で泡の大きさを
光学的にとらえることができます。泡の体積変化
や排液現象のモニタリング結果と合わせ考察する
ことでより深い泡の考察ができます。

泡の大きさや高さによる分布の継時変化をとらえ
ることも可能です。

泡サイズ

Foam Tester

t100DCAT-9

その他 界面活性剤に関係する装置

表面張力計 
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界面活性剤のキャラクタリ
ゼーション

洗浄槽などの界面活性剤濃度
のモニタリング

表面張力

泡の経時変化（安定性・排液現象）

生成泡末に取り込まれた液体は時間とともに重力
で下降し液体体積が増加します。一方不安定に
なった泡が合一したり消滅します。

泡の体積や液体量をモニタリングすることで生成
した泡の安定性や排液現象を評価することができ
ます。

冷却潤滑剤では泡は熱を逃がすのを妨げるため泡
の発生を極力減らす必要があり、消泡剤の効果を
評価することができます。

安 定 性

Foam Tester

最大泡量の比較

泡生成が速い

泡のサイズ μ m2

泡
の
数

消泡剤の効果

時 間

泡
の
高
さ



Cat.No: C1183A

このカタログの記載内容は2023年4月現在のものです。

◦仕様および外観、価格は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。◦製品カラーは、撮影・印刷インキの関係で実際の色と異なって見えることがあります。◦価格には、消費税が含まれておりません。
◦記載されている会社名、製品名およびロゴは、当社または各社の商標および登録商標です。本文中に「TM」、「Ⓡ」は記載しておりません。

注意

筑 波 (029)852-3411
川 崎 (044)540-3751
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北 京
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お問い合わせは、信用とサービスの行き届いた当店へ
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京 滋 (075)343-7201

千 葉 (043)241-7085
厚 木 (046)224-6911
関 西 (06)6101-3112

札 幌 (011)204-6780
東 京 (03)5827-3525 長 野 (026)291-6001

広 島 (082)221-0921

仙 台 (022)216-5701
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● 携帯電話からは 0570−064−525
 0120-405-525

● 受付時間 9:00〜12:00、13:00〜17:00 土日祝除く

ヤマト科学ウェブサイト

www.yamato-net.co.jp
● メールでのお問い合わせはヤマト科学ウェブサイトより

受付しております

関連製品

精密低温恒温水循環装置

粘度計や分析装置のセルの恒温に最適
ヤマト科学

199,800円（税抜）
CB100
◦	横幅180mm、奥行360mmと省ス
ペース、コンパクトサイズ

◦	地球にやさしい低GWP値1430（冷
媒R-134a）

◦	広い温度制御範囲	－10～80℃

低温恒温器

安定性試験や微生物試験に最適
ヤマト科学

405,000円（税抜）～
INシリーズ

◦	培養から恒温試験まで様々な用途で
使用可能

◦	強制送風式で高精度の温度調節、均一
な器内温度分布を実現

◦	ガラス内扉を採用、槽内観察時の温度
変化を最小限に

蒸留高純水製造装置

一般分析から微量分析、調整液までこれ1台にお任せ
ヤマト科学

817,000円（税抜）～
WGH201
◦	イオン交換水は18MΩ・cmの超純水
が採水可能

◦	原子吸光分析での水質規格ASTM	
D1193Type1に準拠

◦	蒸留水タンクにはUV殺菌灯搭載

超音波ホモジナイザー

エマルジョンや顔料の分散・破砕に最適
ヤマト科学

440,000円（税抜）～
LUHシリーズ

◦	処理中のサンプル変化に追従する自
動チューニング

◦	粒度分布測定のなどの粒子測定の前
処理（凝集の分離・分散）

◦	近年CNT（カーボンナノチューブ）の
分散・破砕でも活躍

IN804

粘度計と CB100

LUH150

WGH201詳細はこちらから>>

詳細はこちらから>>

詳細はこちらから>>

詳細はこちらから>>

マイフード

900mm間口のコンパクトなヒュームフード
ヤマト科学

別途、お問合せください。
MS-90/MV-90
◦	ローコストで手軽な局所排気装置
◦	内装を二種類から選択可能
	 （SUS304/PVC）
◦	労働安全衛生法に準拠

実験台

多彩な組合せで最適なワークスペースに

別途、お問合せください。

◦	耐薬品性・耐久性に優れた実験台
◦	耐荷重200kgの堅牢な構造
	 （スチール製シリーズ）
◦	豊富なバリエーションで最適
な実験室を実現

MS-90（オプション付き） LSCA-306T-BE詳細はこちらから>> 詳細はこちらから>>

Lab Scape Systemシリーズ
ヤマト科学


